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新年度を迎えて  
平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上

げます。 

職能科は、神奈川リハ病院のリハビリテーショ

ン部に属し、入院・外来患者さんと七沢自立支援

ホーム（障害者支援施設）利用者さんへ職業リハ

ビリテーションサービスを提供しております。 

今年度は、職業指導員 3 名、作業療法士 3 名の

計 6 名体制でのスタートとなりました。 

今年度もサービスの質の向上に努めていくとともに、この通信を通して私たちの活動・

支援内容をご理解いただきたく発信してまいりたいと思います。よろしくお願い申し上げ

ます。 

 
2023 年度の支援のまとめ 

2023 年度の訓練指示書（処方）に基づく支援件数は、入院 287 件、外来 463 件、

七沢自立支援ホーム 2 件の計 752 件でした。実人数 489 人の障がい別内訳では、外傷

性脳損傷・脳血管障がい・脳疾患など脳損傷の方が 75.2％、脊髄障がい・その他(難病、

切断、視覚障がいなど)の方は 24.8％であり、昨年と大きな変化なく推移しています。ま

た、就職・復職をされた方は昨年同様 80 名でした。     （科長 今野 政美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【職員を募集しております】 

当院ホームページの採用募集をご覧いただき、ご応募ください。 

「職業指導員（正規職員・臨時職員）」 新卒採用・中途採用も含む 
 

写真１ 職能科職員 
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表１ 2023 年度 就労者数 

新規就労 復職 自営 計

脳外傷 1 12 2 15

脳卒中 4 49 6 59

脳疾患 0 1 0 1

脊髄障害 0 5 0 5

計 5 67 8 80



【高次脳機能障がいセミナー（小児編） 研修案内】 

来る 2024 年 6 月 29 日（土）、場所：神奈川工科大学 IT エクステンションセンター

で開催する当院研修事業の「高次脳機能障がいセミナー（小児編）～将来の社会参加を見

据えて～」に他のリハビリテーション部等の講師と共に職能科として初めて参加いたしま

す。 

主に高校、大学在学中、または将来方向の検討の若年者の方へ、実際に行っている訓練

や社会参加に向けた支援等についてお話していきます。 

高次脳機能障がいを負い、社会経験の少ない若年者にどのような方向性や可能性がある

のか？支援者としても悩むことは多いですが、「これから、自分はどうしていきたいか？」

をポイントに、職能科としての関わり、事例も交えてお伝え出来ればと思っております。 

支援機関等でご興味 ,ご関心のある方はご参加ください。（社会福祉士 進藤 育美） 

 

【パラコード作品の紹介】 

職能科で行っている手工芸課題の１つである「パラコード」についてご紹介します。パ

ラコードとはパラシュートコードを略した呼び名で、中心に芯があり丈夫なつくりになっ

ていることが特徴です。非常時にはほどいて荷物の固定や靴紐など様々な用途に使用する

ことができます。 

訓練では、パラコードを使ってブレスレットやキーリング等を作成しています。作品作

りを通して、作業手順理解や空間認識、注意力、集中力の向上を図ります。また、手指の

機能訓練としても実施しています。上肢に麻痺がある方などは、写真３のように重りを使

用し、パラコードを固定しながら編んでいきます。完成した作品はお持ち帰りいただき、

ご家族やご友人へのプレゼントとしても喜ばれています。  （社会福祉士 畠山 咲） 
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